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九州北部地方の例年の天候経過

平年の梅雨の期間

大雨が
最も発生
しやすい

前線や低気圧 太平洋高気圧

雷雨が発生しやすい
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梅雨入り ６月11日ごろ
梅雨明け ７月22日ごろ

佐賀の6月・7月合計の降水量
の平年値は約690ﾐﾘ。
年降水量の３割がこの時期に
降る。(年降水量約1,950ﾐﾘ)

前線や台風

５月 ６月 ７月 ８月 ９月4月

【佐賀】月別の降水量平年値と日降水量1位
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平均気温・降水量

向こう３か月の気温は、暖かい空気に覆われやすいため、平年並か高い。
向こう３か月の降水量は、ほぼ平年並。
※また、近年の雨の降り方は
「局地化」、「集中化」、「激甚化」していることに留意

令和５年５月２３日
福岡管区気象台発表
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向こう３か月の天候の見通し（6月～8月）

６月 ７月 ８月

気温

低 並 高（%） 低 並 高（%） 低 並 高（%）

ほぼ平年並
30：40：30

平年並か高い
20：40：40

平年並か高い
20：40：40

降水量

少 並 多（%） 少 並 多（%） 少 並 多（%）

ほぼ平年並
40：30：30

ほぼ平年並
30：30：40

ほぼ平年並
30：40：30

１か月予報（6/3～7/2）
※6月1日発表
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令和５年
5月25日～

「顕著な大雨に関する気象情報」について、現在は発表基準を実況
で満たしたときに発表しているところ、予測技術を活用し、線状降水
帯による大雨の危機感を少しでも早く伝えることを目指す。

「明るいうちから早めの避難」 ･･･ 段階的に対象地域を狭めていく

「迫りくる危険から直ちに避難」 ･･･ 段階的に予測時間を延ばしていく
※具体的な情報発信のあり方や避難計画等への活用方法について、情報の精度を踏まえつつ有識者等の意見を踏まえ検討

情報の改善

令和４(2022)年～
広域で半日前
から予測

令和５(2023)年～

最大30分程度早く発表

令和６(2024)年～
県単位で半日前
から予測

令和８(2026)年～

2～3時間前を目標に
発表

令和11(2029)年～
市町村単位で危険度の把握が
可能な危険度分布形式の情
報を半日前から提供

・線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

・線状降水帯の雨域を表示

今回の新たな運用

「顕著な大雨に関する気象情報」を、より早く、提供します

線状降水帯の雨域
を楕円で表示

令和３(2021)年
線状降水帯の発生を
お知らせする情報
(6/17提供開始)
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「顕著な大雨に関する気象情報」を、より早く、提供します


